       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元     地獄の沙汰も金次第（室町①）

２．単元目標      （１）鎌倉中後期以降、世界市場の成立を背景に商工業が発展したことを知る。

　　　　　　　　　（２）それに伴い人々の生活と意識が変化していることを知る。

３．単元の指導観  鎌倉中期以降はモンゴル帝国の成立による「世界市場」の成立という世界史的条件を背景に、日本列島でも商工業が発展した時代である。その結果、旧来の土地を仲立ちとした秩序は崩れ、新たに流通と交換を基礎とした金を仲立ちとした秩序が形成され始めた。御家人層の分解や高利貸しの跳梁、そして悪党の活動と惣村の成立はその新しい秩序の現れである。

　　　　　　　　　この単元では鎌倉時代から室町時代の商品経済の発展の様子を中心に見ながら、その過程で人々の意識が変化しているさまをつかむ（次の単元で社会のしくみの変化はとらえる）。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
一番偉いのは誰？
１鎌倉時代から室町時代の社会のしくみの概略を確認する。

２高利貸の力が伸び、天皇や貴族や社寺の領地からの年貢を請け負い、室町幕府の実力者も高利貸を兼ねていたことを知る。

３なぜ高利貸の力が強くなったのかを考える。

４以上の事実をもとに誰が一番偉いのかを考え、この時代の特色をつかむ。

２
いざ！帆を上げよ！

（国家の枠を越えて活動する武装商人たち）
１モンゴル帝国の成立によってユーラシア大陸は陸と海のシルクロードで一つにつながれ、世界は一つになったことを知る。

２日本海・東シナ海・南シナ海を囲む地域には大規模な貿易が行われており、かなり活況を呈していたことを知る。

３中国は貿易を統制しており、国家間の国交を結んでいない国々の商人は貿易に参加できなかったことをつかむ。

４国交を結んでいない日本の商人はどうしただろう。

　　　⇒海賊・密貿易

４足利義満の明との国交回復・勘合貿易の開始は、倭寇にたいして合法的に貿易に乗り出す機会を与え、日本の海外貿易は急速に発展したことをつかむ。

３
焼け石に水
１御家人が借金をするようになったことを知る。

２その背景を考え、商工業の発展と貨幣経済の浸透があったことを知る。

３貨幣経済の浸透は幕府の力をも越える事態であることを知る。  

４
神仏などくそ食らえ！

（跳梁する悪党と商工業の発展）


１「悪党」とはどのような、何をする人々かを考える。

２絵巻を見て悪党にとっては神仏や既成権力より金が第一であったこと知り、「悪」とは「つよい」「おそろしい」の意味であったことをつかむ。

３悪党が登場する背景を推理し、その背景には農業･商工業の発展と武士農民の商業への進出、そして借金で領地を失った多量の御家人の存在という社会の変化があったことを学ぶ。　

５
ここ掘れワンワン（下剋上の背景①―農業・商工業の発展）
１市の開催回数の変化・店の成立（絵巻による）から、その背景となっている農業生産の発展と工業の発展・商業の発展その実相をつかむ。

２農業については「協業」（＝惣村による共同作業）の進展と農業方法の発展（＝牛馬耕作やかんがい施設など）を具体的におさえる。

３農業の発展を基礎に商工業も発展し、商品経済を基本とした社会が成立していたことをつかむ。

６
一寸先は闇（下剋上の背景②）
１当時の村や町には指導者と組織があったことをつかむ（絵巻にて）

２村（町）のおきてと村は堀で囲まれていたことを知る。

３なぜおきてや堀を作ったのかを考え、外敵の脅威と共に貨幣経済の浸透による貧富の差の拡大を防ぐ目的であったことをつかむ（金の力は怖い）

７
地獄の沙汰も金次第（土民蜂起と室町幕府）
１土民が誰を指す言葉であり、土一揆は何をどのように要求したものであるかをつかむ。（大乗院日記・嘉吉の土一揆を使用）
２土民が徳政を要求した理由と幕府が徳政に応じた理由を考える。

３百姓・幕府の双方にとって高利貸し・貨幣の大きな力は脅威であったことをつかむ（どちらも多額の借金をしていた）

４．100年にわたり土一揆徳政一揆が続いていることから金の力のすごさをつかむ。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

地獄の沙汰も金次第①　一番偉いのは誰？

１．本時の目標　①室町時代は武士も貴族も利殖に余念がなかったことを知る。

　　　　　　　　②武士と貴族の領地の取り合いの中で貨幣中心の社会になっていたことを知る。

２．本時の指導観　　室町時代といえば前半の「華美な文化の繚乱」と後半の「戦乱と下剋上」というふうに時代が二つに別けられて理解されることが多い。しかしこの二つの情況は「貨幣経済の発展という新しい事態による既製社会秩序の動揺」ということの異なる二つの側面に過ぎない。

　　　　　　　　　　本時は、武士と貴族の領地争いという鎌倉時代以来の政治・社会の動向の裏で、貨幣という政治権力や神仏をも陵駕する新しい権威が育ちつつあったことをつかみ、室町時代という時代の素顔に触れさせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

鎌倉・室町時代とはどんな時代だったか？

武士・貴族の生活


既得の知識をもとに考える

①武士と貴族の領地争いの時代

であったことをつかむ。

資料を読んで

①武士・貴族ともに利殖に励んでいる

ことをつかむ

自分の考えをノートに書く

各班で討論する

各自の意見を発表する

①年貢あつめは金貸しが請け負っていたこと

②武士・貴族・百姓ともに金貸しに金を借りて仕事や生活をしていたこと

をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


「泣く子と地頭には勝てぬ」の意味を考えさせる。

資料①室町時代のしくみで確認

資料②利殖にはげむ武士・貴族を配布する

資料③力をつける金貸しを配布



４　本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


 社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

地獄の沙汰も金しだい②「いざ！帆を上げよ！」

１．本時の目標　①日本も含む日本・東シナ海・南シナ海を巡る広範囲の地域には大規模な貿易が行われており、これはかなりの高収益を得られるものであったことを知る。

　　　　　　　　②中国（明）や高麗は貿易を国家間の公的なものに制限をしており、日本が安定した外交関係をもたなっかったことが、密貿易＝倭寇を生み出した原因であり、室町幕府の勘合貿易の開始は倭寇をとり込んだものであることをつかむ。

２．本時の指導観　倭寇という海賊集団の存在は広域商業ネットワークの成立と、それに対する沿岸各国の貿易統制、そしてこの枠への日本の不在という状況を背景に成り立っている。平安中期の遣唐使の廃止以来、日本は公的な外交関係を持ってこなかった。それゆえ日本の商人は密貿易という方法以外にはこの広域商業ネットワークに参入することはできなかったのである。平安末期から室町時代までの日本の外交政策を概観しながら、安定した国際関係を結べない中での貿易商人＝倭寇の苦闘と、室町幕府成立の意味をつかまえさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

13世紀モンゴル帝国の成立で世界はどう変わったか？

モンゴルの貿易政策

東アジアではどんなものが交易されていたか？

勘合貿易の開始


東西交通路がほとんど全て一つの国に統一されたことを知る（シルクロードの復活）

　※もっと大量に品物を運ぶ方法は？

モンゴルは貿易を振興するとともに海外貿易は許可制であったことをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を見て何が貿易されているかをつかみ発表する

自分の考えをノートに書く

班で討論する

各自の意見を発表する


教科書ｐ３４と７２の地図を見せて考えさせる

海のシルクロードに気づかせる

資料④モンゴルの政策を提示

倭寇の事実を提示

資料集ｐ５７の貿易関係図提示

いかに貿易がもうかるか実例をあげる（資料⑤貿易の利益）

教科書ｐ７８を読み勘合貿易の開始をつげ、資料集ｐ５７をつかって説明

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


     社会科学習指導案                    　　   　        　　　　   指導者  川瀬健一

地獄のさたも金次第③　　焼け石に水

１．本時の目標　①商工業の発展の中で、御家人の暮らしも変化し、借金に苦しんだ御家人は領地を失ったりしていたことを知る。 

               ②永仁の徳政令を幕府が出しても、貨幣経済の浸透の中では焼け石に水であったことをつかませる。

２．本時の指導観　  永仁の徳政令は、(１)裁判のやり直しを求める訴訟の禁止(２)今後領地をかたに借金することの禁止・御家人に領地をかえせ(３)金銭の貸し借りに関する訴訟の禁止が、その眼目であった。商工業の発展の中で生活に困っている中小の御家人にとって、この決定は一時的には生活を守れるものであったが、貨幣経済が浸透する中では焼け石に水でしかなかった。商工業の発展と御家人の困窮。そして徳政令を学ぶことを通じて、幕府崩壊の背景となった社会変化と、御家人武士の生活の変化とをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

借金をする御家人

商工業の発展のさまを知る

借金をするとは？

永仁の徳政令とは


図を見て何を意味するものか考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

絵巻を読み、そこで何が売られているかをつかむ

金を借りるには何がいるかを考える

永仁の徳政令の内容と意味をつかむ

自分の考えをノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する


教科書ｐ７５の図２を

資料集ｐ４９福岡の市を提示

背景として商工業の発展と貨幣経済の浸透があったことをつかませる

武士の持つ金目のものとは？

資料⑥永仁の徳政令を提示し説明を加える

金がなくなればまた同じ事をする社会であったことを確認する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

地獄の沙汰も金しだい④「神仏などくそ食らえ」

１．本時の目標　①悪党と呼ばれる幕府に従わない武装集団が出現し、各地で荘園をのっとったり盗賊･海賊行為をしていたことを知る。

　　　　　　　　②その背景には商工業の発展と金が第一の世の中の成立があり、この人々は幕府だけでなく神仏をも恐れない人々であったことを知る。

２．本時の指導観　「下克上の世」といえば室町後期戦国時代を指す言葉として一般に理解されているが、この状況は鎌倉中後期から一般的なものになっていた。「悪党」の登場がそれであり、彼らは商工業の発展により生活の苦しくなった武士であるとともに、商工業に基礎を置き、金儲けにいそしむ階層でもある。彼らが悪党と呼ばれたのは既成の権力に反抗し、その荘園支配や商工業支配を掘り崩す存在であったからである。悪党の実態をつかみつつ、商工業の発展が人々の考え方や既製の秩序まで変化させていることをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

悪党とは何か？

「悪」の意味

まとめ
自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

教科書・資料を読み悪党が年貢を横取りし神仏をも恐れない武士であることを知る。

「悪」の意味・誰から見ての「悪」なのかを確認する

自分の考えをノートに書く

班で討論する

班の意見を発表する


「悪党」という言葉の持つイメージを手がかりに悪党の実態を考えさせる

教科書ｐ75の記述を提示。

資料⑦神社を襲う悪党

※悪＝強い・怖い

※幕府・貴族などからの視点であることに注意

前時の「借金に苦しむ御家人」を思い起こさせる。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真
地獄の沙汰も金次第⑤　ここ掘れワンワン
１．本時の目標　　①農業における協業の進展と農具や方法の進歩により農業生産が飛躍的に発展したことをつかむ。
　　　　　　　　　②農産物の増加を背景に商工業が発展し、商品生産と商品流通を基本とした世の中になっていたことをつかむ。
２．本時の指導観　近世江戸農村社会は「自給自足」経済下にあったかに言われているがそうではなく、幕藩体制が農村の商品経済を統制しようとした結果である。商品経済は鎌倉時代から発展し室町後期には支配的な経済体制となっていた。市の開催回数の増加という事実を手がかりに、その背景にある商品生産の増加と、それを可能にした農業における協業の進展と農業の工夫、そして農業生産の増加を背景とした職人の自立と商品経済の発展の過程を具体的につかませたい。そしてこのことが土民の蜂起に象徴される下剋上の基礎であったことに気づかせたい。
３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

市について
市の風景
商工業の発展と農民
鎌倉時代と室町時代では市はどう変わったかを考える
自分の考えをノートに書く
各自の意見を発表する
資料を読んで市と人々の関わりをつかむ
自分の考えをノートに書く
各自の意見を発表する
教科書を読み農業・商工業の発展の過程をつかむ
絵巻「福岡の市」を提示する
教科書で確認する。
商品生産の増加や金を得るために市に商品を持ちこむ人の増加が背景にあったことを確認する。
資料⑧市の風景を提示
卯明は
二毛作・牛馬耕作・灌漑施設の工夫・商品作物の導入・協業の進展など農民の工夫を絵巻などを使って確認する。
農民の生活が商品流通と密接な関係にあり農民がおおくの富を蓄えている可能性について補足する

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
地獄の沙汰も金次第⑥　　一寸先は闇
１．本時の目標　①村や町には、「乙名」「寄合い」を中心とした自治の組織が存在したことをつかむ。
　　　　　　　　②この自治の組織は掟をつくって内部の結束を図ると共に外に対しては年貢の村請けや座による運上金上納などの方法で権利を獲得すると共に、非常時には集団で武装して戦っていったことを理解する。
２．本時の指導観　近世江戸期の町や村の自治は室町後期＝戦国時代に起源があり、寄り合いによる総意（一味同心）によって厳しい内部規制で団結が維持されていた。これは統一的権力の不在という状況の中で、村や町相互の争いや領主＝武士・大名との争いが自前の武力によって解決されていたことの結果である。絵巻や村のおきてを分析する中から、この自治の仕組みに気づかせ、さらには惣として寺院や領主と取引することで自己の権利を守っていたことをつかませたい（町衆の自治も同様）。
３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

農作業のようす
村のようす

　①村の掟について
　②堀に囲まれた村

まとめ
資料に基づき、役割分担があることをつかむ
各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する
資料を読み、厳しい内部規制にもとずきながら団結していたことをつかむ
村は堀に囲まれていたことをつかむ

各自の意見をノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する


資料集ｐ63「田植えと田楽」の資料を提示する
教科書ｐ84を提示。乙名とよばれる地侍＝指導者であり村には寄合いとよばれる会議で大事なことが決められたことを確認する

資料⑨村の掟を提示する
資料⑩堀に囲まれた村を提示

①外敵からの脅威を防ぐ

②内部の貧富の差を広げない

③年貢の村請けすら行っていたことを確認する

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

地獄の沙汰も金次第⑦

１．本時の目標　①武士や貴族によって「土民」とさげすまれた農民や商工業者が「土一揆」と号して徳政を要求し、酒屋・土倉を打ち壊し、幕府に徳政令を出させて借金のかたにとられた家･田畑を取り戻していたことを知る。

　　　　　　　　②この背景には領主による、年貢の過酷な取立てと金納制への移行があり、土倉･酒屋・寺院などの高利貸しにより田畑や家屋を農民や商工業者が取られていたこと幕府すらが土倉に借金をしていたことがあることをつかむ。

２．本時の指導観　「土一揆」の頻発は、支配階級に大いなる恐怖を抱かせたことは大乗院の日記に見られることであるが、「土民」にとっては生活基盤である家屋敷や田畑を年貢の納入のための借金によってとられたことに対する、生活防衛のやむをえない戦いであった。そして土民の動きに便乗して借金をなくそうとする幕府や貴族の動きも背景としてあった。正長の土一揆と嘉吉の土一揆との記録を検討する中で、このような社会背景と人々の意識の現状をつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

土一揆について

土民が借金をした理由

嘉吉の土一揆と徳政令

幕府と徳政令

まとめ
①「土民」の言葉を手がかりにして、その意味を考える

②土一揆とは何をし、何をねらったものなのかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読み土一揆の実態とその要求を確認する

自分の考えをノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する
教科書ｐ８５の大乗院日記を提示する

下層民を指す言葉であり、農民だけではなく商工業者も含むことを確認。借金を帳消しにすることが目的であることを確認する

年貢の金納や前払い制度が土民の借金の背景にあることを補足

資料⑪嘉吉の土一揆を提示

徳政令はすべての人に適用されることを確認する

教科書ｐ85本文を提示する

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用





　　　　土民は何の為に何を質に入れて借金をしたのか？





農民の中の刀をさしている人はどんな役割の人だろう？





　　　　　　悪党とはどんな人達のことを言うのだろう？





村はなぜ指導者ときまりとを持ち、堀で囲まれていたのだろう？





なぜ悪党とよばれる武士があらわれたのだろう？





この徳政令で御家人が２度と領地を質入することはなくなるだろうか？　　　











この時代は何中心の世の中なのだろう？





　　なぜ貴族も武士もお金儲けにはげむようになったのだろう？





　　　なぜ借金をする御家人が増えたのだろう？








幕府が徳政令を出した理由はなんだろう？





　　　　　市の回数が増えたのはなぜだろう？





　　　農民はより銭を得るためにどんな努力をしただろう？








　国交のない日本の商人はどうやってこの世界貿易に参加したか？





　貿易がもうかることがわかった時金持ちや権力者はどうするだろう？








